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明け方近くに上陸したアカウミガメが産卵せずに帰海をはじめたところで衛星発信機が取り付けられた．そ
の後，同一産卵シーズン中に同じ砂浜で２回の産卵を確認．産卵と産卵の間はどの辺りで過ごしたのか，
一連の産卵を終えてどこへ向かうのかを発信機からの信号が教えてくれる．（2021年7月15日，和歌山
県みなべ町千里浜にて．撮影：松宮賢佑）



2021年11月2日に鹿児島県奄美大島南部の大
島海峡において，海面に浮かぶ甲長約40cmのア
オウミガメChelonia mydasを発見した（図1）．甲羅
に固形物が付着しており，海面でもがいている様
子であった．緊急保護し船上で確認したところ，殻
長約20cmのテングガイChicoreus ramosusの生体
が付着していた（図2,3）．アオウミガメは特に弱っ
ている様子も無かったので，テングガイを外し放流
した．
付着した要因については不明であるが，以下の

点を推測した．

（１） アオウミガメは岩陰等に頭部を入れ込んで
休息するため休息時に偶発的にテングガイ
が付着した

（２） テングガイがアオウミガメの甲羅に付着す
る藻類等を採食するため付着した

（３） テングガイがアオウミガメに乗って移動する
ため付着した

テングガイの付着についてインターネットで検索し
たところ，奄美大島では２例，小笠原諸島父島で
１例の観察事例があった．奄美大島では2013年11

月17日に宇検村焼内湾において，ライブストラン
ディングの状態で見つかり保護されたアオウミガメ
が，発見者の宮山修氏らによりテングガイを外され
放流されていた．2016年11月17日には奄美大島
北部の龍郷湾において，テングガイが付着した状
態で水中を遊泳するアオウミガメが，前田聡氏（リ
ラックスダイビングサービス）により観察されていた．
小笠原諸島父島では2021年11月7日に二見湾製
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甲羅にテングガイが付着したアオウミガメの観察例
Observations of green turtles with branched murex,
Chicoreus ramosus, attached to their carapace

興克樹 1

Katsuki Oki

1 奄美海洋生物研究会．

図1． 奄美大島の大島海峡でもがくアオウミガメ．
Fig. 1. A green turtle struggling in the sea surface. .

図3． アオウミガメの背甲から外したテングガイ
Fig. 3. Branched murex removed from catrapace of green turtle.

図2． 船上に引き上げたアオウミガメと背甲に付くテングガイ．
Fig. 2. Rescued green sea turtle on board and a branched murex
attached to the carapace.



氷海岸沖においてテングガイが付着した状態で遊
泳するアオウミガメが内藤文伸氏（小笠原ブルー
レース）により観察されていた．
いずれも11月に観察されており，偶発的ではなく

テングガイの生態との関連も考えられるが，現時
点では不明である．

関連URL
奄美大島での観察事例
2013年11月17日記事 浜辺にて
https: //blog.goo. ne. jp/miracle_nature_ amami/e/
3acbcdac0fef8a54256ce319ee203823
2016年11月17日記事 マンダリンポイントにて
https://amami-diving-relax.com/picture/sea/turtle/
ウミガメの仲間/まだまだ暖かい。/

小笠原諸島父島での観察事例
2021年11月7日記事
https://www.instagram.com/tv/CV9jQ6WADb0/?
igshid=MTc4MmM1YmI2Ng==

Summary
On November 2, 2021, a green turtle with a
carapace length of about 40 cm was found in the
Oshima Strait in the southern part of Amami-
Oshima Island, Kagoshima Prefecture, Japan (N
28°9′, E 129°17′). The turtle was urgently rescued
and checked on board the ship. The turtle was
found to be attached by a live branched murex,
Chicoreus ramosus, with a shell length of
approximately 20 cm. The green turtle did not
appear to be particularly weak, so the author
removed and released the blanched murex. A
search of the Internet for information on the
attachment of the blanched murex to sea turtles
revealed the other two cases on November 17,
2013 and November 17, 2016 on Amami Oshima
Island, and one case on November 7, 2021 on
Chichijima Island, Ogasawara Islands. Since all
the cases were observed in November, riding of
the blanched murex to the carapace of the green
turtles may be related to the ecology of the
blanched murex, but it is unknown at this time.
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ウミガメ類は冬から春にかけて摂餌海域から繁
殖海域に回遊し（Miller, 1997），ここで雌は単独も
しくは複数の雄（複数父性）と交尾する（Miller,
1997; Lee et al., 2018）．国内におけるアオウミガメ
Chelonia mydasの交尾は，奄美大島（興, 2013）
や西表島（近藤・亀崎, 2000）等の南西諸島を中
心に観察されており，これらの散発的な交尾記録
は本種の交尾海域や交尾期を明らかにする上で
重要である．
2022年5月15日10：50，沖縄県多良間村の前泊

港において（図1，N24°67.4908, E124°70.8256），
1頭の雌と2頭の雄アオウミガメの交尾行動を観察
した．初めに観察した時，1頭の雄（M1）は雌にマ
ウンティングしている状態で，その周辺にもう一頭
の雄（M2）を観察した（図2）．M2はM1と雌の後方
に移動しマウンティングを試みていたが，雌がM2
へ頭部を向けながら口を開けて威嚇する等により，
マウンティングすることができなかった．雌の後肢
は内側に閉じることなく，外側に開いている状態で
あったことから，雌は総排泄腔開口部を後肢で覆
うことなく，M1のペニス挿入を受け入れていた可
能性が高い．観察開始から約70分後（12:00），M1
はマウンティングを中止し，雌とM2から離れていっ
たが，M2は観察終了の12:15まで雌から離れるこ
となく求愛を続けていた．
本結果は多良間島におけるアオウミガメの交尾

を報告した初めての報告である．先行して報告さ
れている，いくつかの観察結果（興, 2013;近藤・亀
崎, 2000）や，ウェブサイトにアップロードされている
水中写真（慶良間諸島，沖永良部島，奄美大島
等）等と合わせて，本結果は，奄美大島から西表
島等に至る南西諸島の海域がアオウミガメの交尾
海域として利用されていることを支持するとともに，
多良間島周辺の交尾期には晩春が含まれている
ことを示唆している．
アオウミガメによる1頭の雌に対して複数の雄が

関与する求愛および交尾行動は，世界中で頻繁

に観察される（関連する多くのWebサイトにアップロー
ドされた水中写真を参照）．しかしながら，本報告
のようなアオウミガメの雄間あるいは雌雄間の交
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図2． 2頭の雄および1頭の雌アオウミガメの交尾行動の写真（写
真：清村めぐみ）．
Fig.2. Photograph showing the mating behavior of two male and
one female green turtles (Photograph by Megumi Kiyomura).

1 多良間村． Tarama-son.
2 一般財団法人 沖縄美ら島財団 総合研究センター． Okinawa Churashima Research Center.
3 沖縄美ら海水族館． Okinawa Churaumi Aquarium.

図1．多良間島の位置を示した地図．クロス（×）はアオウミガメの
交尾行動が観察された位置を示す．
Fig. 1. Map showing the location of Tarama Island. Cross
indicates the location where mating behavior of green turtles was
observed.

多良間島における１頭の雌と２頭の雄アオウミガメが
関与する交尾行動の初観察

First observation of mating behavior involving one female and two male green turtles
in Tarama Island

清村めぐみ 1・河津 勲 2,3・

Megumi KIYOMURA and Isao KAWAZU



尾に関連した競争的相互作用の観察は，国内で
は初めての報告であり，これはウミガメ類の複数父
性のメカニズムを明らかにする上で重要である．
ウミガメ類の初回排卵（卵巣の卵胞から排出され
た卵黄が卵管内へ移動すること）は交尾刺激によっ
て誘発され（Manire et al. 2008），射精した精子は
2つの卵管内に侵入し，比較的上方（卵管膨大部）
で貯精される（Owens, 1980; Gist and Jones, 1989）．
卵管内へ排卵された卵黄は貯精された精子と受
精し，卵白，卵殻で包まれ卵となり，この卵は卵管
内（子宮部）で産卵まで滞在する（Owens, 1980）．
産卵直後には再度排卵が起こる（Owens, 1980;
Owens, 1997）．以上のことから，排卵や卵殻形成
が開始されると，交尾をしたとしても精子が卵管内
に侵入し，貯精部位まで到達できないため，複数
父性が成立するためには，2頭目以降の雄が，1頭
目の雄との交尾から初回排卵開始までの間に交
尾しなければならない．ウミガメ類において，交尾
から初回排卵開始までの期間は明らかになってい
ないが，産卵後1日以内に排卵する（Owens, 1997）
ことから，これとさほど変わりはないと思われる（数
日以内）．つまり，複数父性を示す雌は，1頭目の
雄との交尾から数日以内に2頭目以降の雄と交尾
することが考えられる．この仮説は，本報告のよう
な，雌が雄との交尾直後に他の雄から求愛を受け
ていたという結果からも支持される．
しかしながら，この仮説ではウミガメ類において前

シーズンに交尾し貯精された精子が当該シーズン
まで生存できないことを前提としている．カメおよび
ヘビ類の中には，雄から隔離してから4年および7
年後に繁殖したという報告がある（Ewing, 1943;
Magnusson, 1979）．ウミガメ類では1年以上の貯
精が可能かどうかは分かっていないが，少なくとも
否定できる知見はない．つまり，前シーズンの交尾
で貯精した精子で繁殖が可能であれば，複数父
性を示す可能性もある（松沢, 2012）．さらなる検
証のためには，野外および飼育下において，複数
頭が関与するウミガメ類の交尾行動の詳細な観
察や記録が重要であり，これらの情報が補完され
ることにより，交尾海域およびシーズンの特定や複
数父性等の交尾メカニズムの解明に繋がると考え
られる．
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Summary
In May 2022, we observed mating behavior of
green turtles in Tarama Island, Japan. Two males
and one female were initially involved, of which
one of the male (M1) mounted the female and the
other male (M2) courted same female. At that
time, the female became mating receptive.
Seventy minutes after the onset of observation,
M1 dismounted from female and swam away
from female and M2. This is the first report of
green turtle mating behavior that involves more
than two individuals in Japan. This observation
suggests that the mating season of green turtles at
Tarama Island includes the late spring.
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アオウミガメChelonia mydasは，直甲長が約 5
cmで孵化し，ある程度成長するまでは外洋の表
層で浮遊生活を送り (Hirth 1980; Musick and
Limpus 1997)，沖縄県では直甲長30 cmぐらいか
ら沿岸域でみられるようになる（平手・河津, 2017）．
外洋で浮遊生活する期間を”lost age”あるいは”
lost year”と呼ばれ（Witham, 1980），この名前は
沖合での幼体の発見が極めて少ないことに由来
する．実際に，国内の沖合において生存したアオ
ウミガメ幼体が発見された例は，座間味島と渡名
喜島との間（宮里・亀崎, 2022），沖縄島と宮古島
との間の海域（平手・木村, 1996）で数例程度であ
る．
2022年8月20日21：00頃，南大東島の北側の海

域で（図1，25°52′56.8"N 131°14′26.9"E），
アオウミガメの幼体（図2）が浮遊していた．本個体
にはコバンザメ科の一種Echeneidae sp.が付着して
おり，周辺には流藻等の浮遊物は見当たらなかっ
た．健康状態を確認するため捕獲し，船に備えつ
けられた水槽に収容し，直甲長および直甲幅の測
定や，行動等の観察を行った．本個体の直甲長
および直甲幅はそれぞれ7.5および6.5cmで，肉付

きも良く外見上の異常は認められなかった．健康
状態が良好と認められたため，捕獲場所とほぼ同
じ場所から放流した．
この結果は南大東島周辺海域で”lost year”のア

オウミガメ幼体が発見された初めての報告である．
沖縄県周辺でのアオウミガメの産卵は，主に6－8
月に行われる（平手・河津, 2017; Okuyama et al.,
2020）．本種の孵化・脱出は産卵の約2ヶ月後に
行われることを考慮すると（平手・河津, 2017），沖
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図2．南大東島北海域で発見されたロストエイジ期のアオウミガメ
の写真（写真：小濱進也）．A：背側，B：腹側
Fig.2. Photograph of a lost-aged green turtles found in northern
waters of Minamidaito Island (Photograph by Shinya Kohama).
A, Turtle from the dorsal view. B, Turtle from the ventral view.

1 沖縄県島尻郡南大東村． Minamidaito-son.
2 一般財団法人 沖縄美ら島財団 総合研究センター． Okinawa Churashima Research Center.
3 沖縄美ら海水族館． Okinawa Churaumi Aquarium.

図1 南大東島の位置を示した地図．（×）はロストエイジ期のアオ
ウミガメを発見した位置を示す．
Fig. 1 Map showing the location of Minamidaito Island. Cross
mark indicates the location where a lost-aged green turtle was
found.

南大東島北海域におけるアオウミガメ幼体の初記録

First record of a lost-aged green turtle in northern waters of Minamidaito Island

小濱進也1・松崎章平2, 3・河津 勲2, 3

Shinya KOHAMA, Shohei MATSUZAKI and Isao KAWAZU



縄県では，主に8－10月に孵化・脱出すると考えら
れる．アオウミガメは直甲長約5cmで孵化すること
から，8月に発見された直甲長7.5cmの本個体は，
少なくとも1歳以上であると推定される．つまり，ア
オウミガメが産まれてから少なくとも1年以上は沖
縄周辺海域を利用している可能性を示唆している．
この結果は， Hamabata et al.（2016）によって報告
された，直甲長35 cm 未満のアオウミガメの一部
が，日本の砂浜で孵化した後，日本周辺海域に
留まるというmtDNA分析の結果を支持する．
外洋で浮遊生活を送るアオウミガメの幼体は，

ホンダワラ類Sargassum sp.等の流藻と一緒に漂
流することが知られている （Carr and Meylan 1980;
Witherington et al. 2012）．この流藻では，メイオ
ファウナや浮遊生物等で構成される生物相を示し，
アオウミガメの幼体はこれらの生物を摂餌しながら
成長すると考えられている（Witherington et al.
2012）．しかし，本個体の周辺には，流藻等がなかっ
たにも関わらず，衰弱する様子や痩せはみられな
かった．この結果は，浮遊生活中に流藻に依存し
ない何かしらの餌を摂餌していたか，もしくは”lost
year”のアオウミガメが浮遊物を求め，能動的に移
動している可能性を示唆している．
国内では，海外で報告されているような（Carr

and Meylan 1980），流藻とともに漂流するアオウミ
ガメ幼体の発見がほとんどない．例えば，宮里・亀
崎（2022）は，座間味島と渡名喜島との間の海域
で，網地の断片の周りにいたアオウミガメを発見し
ている．網地には，端脚類Amphipoda sp.やコケ
ムシ類Ectoprocta sp.等が，浸漬から45日程度で
付着しはじめることが知られており（山口・西ノ首,
1998），これらの付着生物をアオウミガメの幼体が
利用することは可能である．また，海底火山の噴
火により，海洋へ大量に排出された軽石や人工物
を，アオウミガメの幼体が誤って摂餌していた事例
もある（河津，未発表）．したがって，”lost year”の
アオウミガメは，ホンダワラ類のような流れ藻以外
に，人工物や自然鉱物等のあらゆる浮遊物を利
用しながら，そこに生息する生物を摂餌し成長す
ることも考えられよう．今後も引き続き，本稿のよう
な発見事例を集積し，アオウミガメの初期生態を
明らかにしていく必要がある．

引用文献
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passive migration of green turtle hatchlings in
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Kamezaki, N. 2016. MtDNA analysis suggests
local origin of pelagic-stage juvenile green
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202. 沖縄県環境部自然保護課（編）. 改訂・沖縄
県の絶滅のおそれのある野生生物 動物編 レッド
データおきなわ. 沖縄県環境部自然保護課, 沖縄.
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Okuyama, J., Ishii, H., Tanizaki, S., Suzuki, T.,
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後の平面網地の流水抵抗変化および付着物の
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Summary
On August 20, 2022, in the northen waters of
Minamidaito Island, we found a lost-aged green
turtle with straight length 7.5 and width 6.5 cm.
This is the first report of lost- aged green turtle
that was observed around Minamidaito Island.
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アオウミガメChelonia mydasは世界中の主に熱
帯・亜熱帯域に生息し，国内では南西諸島や小
笠原諸島を中心に産卵や分布が確認されている
（平手・河津, 2017）． IUCN（国際自然保護連合）
のレッドデータでは，Emdangered（EN）として評価
され，開発による産卵場所の減少や漁業による漁
獲や混獲によって，その生息数の減少が危惧され
ている（ IUCN, 2008）．しかしながら，石原ほか
（2014）は発見情報の聞き取り調査から，南西諸
島におけるアオウミガメの個体数が増加傾向にあ
ることを報告している．実際に，八重山諸島の黒
島周辺では漁業活動の衰退に伴い生息数が増
加し（Kameda et al., 2017），西表島（水谷ほか,
2019）ではアオウミガメが増加したことにより，ウミショ
ウブEnhalus acoroides等の食害が問題となってい
る．
2022年7月27日，沖縄県多良間村北側の砂浜

において（図1，N24°67.4908, E124°70.8256），
大量の糞便が確認された．糞便は少なくとも1km
にわたり3-5m間隔に1-3個漂着し、その大きさは最
大で長さ約8㎝、幅約3㎝であった。同年8月2日に

も同様の糞便が同規模で漂着していた。漂着した
糞便のうち2塊を採集し，次世代シーケンサーによ
るDNA分析を行ったところ（株式会社生物技研に
依頼），アオウミガメの糞便であることが判明した．
このようなアオウミガメ糞便の大量漂着事例はほと
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多良間島におけるアオウミガメ糞便の大量漂着

Large amounts of green turtle feces washed ashore on the
sandy beaches of Tarama Island, Japan.

清村めぐみ 1・河津 勲 2,3・

Megumi KIYOMURA and Isao KAWAZU

1 多良間村． Tarama-son.
2 一般財団法人 沖縄美ら島財団 総合研究センター． Okinawa Churashima Research Center.
3 沖縄美ら海水族館． Okinawa Churaumi Aquarium.

図1．多良間島の位置を示した地図．クロス（×）はアオウミガメの
糞便の大量漂着が観察された位置を示す．
Fig. 1. Map showing the location of Tarama Island, Japan. The
cross indicates the site where a large amount of green turtle
feces was washed.

図2．大量の糞便が漂着した砂浜の写真（写真：清村めぐみ）．
Fig.2. The sandy beach of Tarama Island, Japan, where large
amount of green turtle feces was washed. (Photograph by
Megumi Kiyomura).

図3．多良間島の砂浜に漂着したアオウミガメの糞便の写真（写真：
清村めぐみ）．
Fig.3. Green turtle feces washed ashore on the sandy beach of
Tarama Island, Japan. (Photograph by Megumi Kiyomura).



んどなく，少なくとも多良間島では初めての出来事
であった．この要因としては，近年のアオウミガメの
増加と関係あるのかもしれない．引き続き本事例
のような情報を収集し，アオウミガメの個体群構造
のモニタリングとともに記録していく必要がある．

引用文献
平手康市・河津 勲 . 2017. アオウミガメ . p.199-202.
縄県環境部自然保護課（編）. 改訂・沖縄県の
絶滅のおそれのある野生生物動物編レッドデー
タおきなわ. 沖縄県環境部自然保護課, 沖縄.

石原孝・亀崎直樹・松沢慶将・石崎明日香. 2014.
漁業者への聞き取り調査から見る日本の沿岸漁
業とウミガメの関係. 野生生物と社会2: 23-35.

IUCN. 2008. The IUCN red list of threatened
species. ISSN2307-8235 (online). http://www.
redlist.org Accessed 4 October 2022

水谷晃・井上太之・玉本満・北原侑治・藤吉正明・
村上智一・中瀬浩太・河野裕美. 2019. 西表島
周辺における熱帯性海草ウミショウブ Enhalus
acoroides (Lf) Royleの有性繁殖:分布北限域
の開花時期, 結果率および果実の生残. 保全生
態学研究 24: 179-189.

Summary
In 2022, large amounts of animal feces washed
ashore on the sandy beaches of Tarama Island,
Japan. On 27 September and 2 August 2022, we
collected samples of the feces from the shoreline
and washed them in preparation for DNA analysis.
We used next- generation sequencing which

identified green turtles as the source species. This
finding may indicate an increase in green turtle
populations in Okinawa.
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要旨
種子島の南端にある前之浜は美しい砂浜である．

少なくとも2007年までは非常に美しかった．日本本
土では人為的影響のない砂浜で，このように人の
手がほとんど入っていない砂浜を私は知らなかっ
た．その前之浜の砂浜が急速になくなった．特に，
西側の砂はなくなり，人頭大の石が堆積した状況
になっている．その原因は鹿鳴川の河口の工事で
あろう．この安易な工事はなぜ行われたのだろうか．
それは多分，上流の農業被害が問題となったので
あろう．つまり，鹿鳴川の河口が閉塞すると洪水が
起きやすくなる．洪水を起こさないためには，河口
の閉塞をなくさなければいけない．そこで突堤を作
り砂が河口の閉塞するのを防ぐ手立てを考える．こ
のような河口の閉塞を防ぐために突堤を作った例
は，愛知県の田原市赤羽根の例が有名である．し
かし，砂は常に漂っている．ある一定の流れをとめ
ると，あるところに砂がたまり，あるところから砂が消
える．その現象が前之浜で起きている．確かに工
事用の砂の採取も問題であるが，一度，突堤をとっ
ぱらい再考する必要がある．

前之浜
鹿児島県南種子町にある前之浜は日本に残さ

れた最後の自然海岸の一つである．茎永で長年
行われていた保安林緊急改良事業とともに残され
たこの海岸は私が最も好きな浜であった．この保
安林緊急改良事業という名は平成24年に行われ
た事業の名称が現地の看板に掲げられており知っ
たものだが，随分と古くから行われていたという．こ
の事業は具体的には木で柵を作って，砂が飛ぶ
のを防ぐものであり，このような手作業の事業が公
共事業として成り立っている様は興味深いものが
あった．この事業のおかげで砂浜は実に美しかっ
た．特に，2007年にみた二枚貝がみな表側をみせ
て砂浜に張り付くさまは，壮観であった．

前之浜の砂浜がおかしい
さて，この浜の砂が減ってしまったということで，

私は2021年8月14日に視察した．最初石堂和博
氏に案内されたのはカワラハンミョウなど５種のハ
ンミョウが生息する東端の浜であった．この郡川の
河口は閉塞しやすいので，河口の西側に突堤（導
流堤）が作られている．しかし，そのテトラポットを
並べた突堤はほとんど機能しておらず，砂は突堤
を乗り越えて河口を塞いでいた．
次に浜田一徳氏（南種子町議会議員）に鹿鳴
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種子島前之浜について

On the Maenohama beach in Tanegashima, Japan

亀崎直樹 1

Naoki KAMEZAKI

1 岡山理科大学 教授．

図１ 前之浜位置図． 図２．前之浜の公共工事によってできた柵（2005年撮影）．



川の河口と西端を案内してもらう．ここの河口の状
況も同様であった．河口の閉塞を防ぐために，郡
川と同じように河口の西側にテトラをおいて突堤を
作っている．しかし，風はそれを超え，砂は河口の
閉塞状況をふたたび作ってしまっていた．さらに危
惧すべきはその突堤の西側に移動しなくなった砂
が堆積しているのである．その量はかなりのもので
ある．
さて，最後に確認したのは最も西端の浜である．

前之浜の西の端より400m以上にわたり，砂がなく
なり一面に大人の頭位の砂岩に転がっていた．そ
の程度は深刻で，石の浜はすぐに植生帯に移行し
ていた．浜田氏はその原因を業者による沖での砂
採取であると主張した．

砂の減少がおこる理由
さて，今回の視察で感じたことをここに記録として

残したい．まず，この砂浜の荒廃を招いたのは郡
川と鹿鳴川の河口の工事である．つまり，これらの
川の河口は常に閉塞が起こる．砂は西から東に移
動するので，その砂が常に河口を閉塞する．しかし，

その閉塞によって上流が影響を受ける．つまり，川
が氾濫しやすくなり，田畑に影響を与えるのである．
そこで，行政（県）が考えるのは，テトラポットをおい
て突堤（導流堤）を作り，砂を止めようとする．この
ような手法で砂を止めようとするのは愛知県の赤
羽根や静岡県の今切などで見られる．
それで，確かに砂の移動は防ぐことができる．砂

は西側にたまり，東側は浸食される．それで完全
に止まるのであれば問題は大きくならないが，砂は
たえず動いている．溜まった砂は，強風で突堤を
乗り越え，河口も再び閉塞させる．それを防ぐため
に，行政はさらに突堤を伸ばそうとする．すると，同
じことが繰り返され，砂はますます堆積し，西側の
砂浜はより広大になり，東側はやせることになる．
そこでこの前之浜に特異的なことが起こる．西の
端から砂が消えたというのである．浜田議員はこれ
を砂の採取のためだという．確かにここの沖で砂を
7.8万立方メートル採取したというのでそれも原因
であろう．しかし，前之浜の西から東に砂が流れて
いるが，その流れを河口の閉塞を防ぐためにつくら
れた突堤が阻害したと考えることは出来ないだろう
か．海中での流れのデータがわからないが，前之
浜の東端に達した砂は，海中に入り，ゆっくりと西に
向かって流れ，それが再び西端に打ちあがってい
たのではなかろうか．その自然の砂の流れを，突
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図３．風が二枚貝を飛ばし，すべての貝が表を向けた状態（2007
年撮影）．

図４．鹿鳴川の河口．砂はテトラポットを超えて，こちら側にもやっ
てきている状況．（2021年撮影）．

図５．前之浜 鹿鳴川の河口の西側に砂がたまっているのがわか
る．（2021年撮影）．

図６．石が露出した前の浜の東端．



堤が止めてしまう．そのようなことがこの前之浜で
起きている．

対策
まずは鹿鳴川と場合によっては郡川の河口にお

いたテトラポット（突堤）を除くことを提案したい．そ
の後，数年，砂の循環が安定するまで待つ．その
間，鹿鳴川や郡川は閉塞し，場合によっては上流
で氾濫がおこるかもしれないが，そこはなんとかし
のぐしかない．数年たって，再度，川の閉塞を防ぐ
手立てを考えなければならないが，私が考える閉
塞を防ぐ方法とすれば，閉塞の度にたまった砂を
浚渫するしかない．前之浜は日本でも有数の美し
い砂浜である．何とか後世に伝えたいものである．

Summary
Maenohama at the southern tip of Tanegashima
Island, Kagoshima Prefecture, Japan, is a
beautiful sandy beach. At least until 2007 it was
very beautiful. In mainland Japan, I didn't know
of a sandy beach untouched by humans like this.
The sandy beach of Maenohama disappeared
rapidly. In particular, the sand on the west side
has disappeared, and stones the size of a person's
head have accumulated. The reason for this
would be the construction of the jetty at the
mouth of the Shikanaki River. Why did this facile
construction work? This is probably due to the
problem of upstream agricultural damage. In
other words, floods are more likely to occur when
the mouth of the Shikanaki River is blocked. In
order to prevent flooding, the estuary must be
unblocked. Therefore, we think of a way to
prevent sand from blocking the mouth of the
river by creating a jetty. Akabane, Tahara City,
Aichi Prefecture is famous for building jetties to
prevent estuary clogging. But sand is always
floating. When a certain flow is stopped, sand
accumulates in some places and disappears in
other places. This phenomenon is happening in
Maenohama. It could be true that collecting sand
for construction is also a problem, but it is
necessary to reconsider once the removal of the
jetty.
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ヒメウミガメLepidochelys olivaceaはインド洋をは
じめ，太平洋や大西洋の熱帯域に分布している．
メキシコ，コスタリカ，マレーシア，パプアニューギニ
ア，インド，アフリカ西部などが産卵地となっている
（亀崎, 2001; Marquez, 1990）．日本国内での産卵
は現在のところ確認されておらず，回遊および漂
着した個体が南西諸島はじめとした国内各地で発
見されている（木野・河津，2014）．
海洋ごみによる動物への被害は国際的な問題

であり，絶滅危惧種であるウミガメ類においても重
要な問題である（Schuyler et al., 2012; Sasai et al.,
2021）．海洋動物へ影響をもたらす海洋ごみとし
ては，ビニール袋をはじめとするプラスチック類や，
釣糸や釣針，漁網といった漁具も含まれ，沖縄県
で死亡漂着したウミガメ類の17.4％から，海洋ゴミ
の誤飲が確認されている（Sasai et al., 2021）．これ
らのウミガメ類が海洋ゴミを誤飲したことで引き起こ
される消化管の閉塞や栄養吸収の低下について
懸念されているが（McCauley and Bjorndal., 1999;
Schuyler et al., 2012)，実際に誤飲した異物が体
内から排出されるまでの過程を記録した例はこれ
までに報告されていない．このような知見は，水族
館のような保護施設において，異物誤飲の処置を
行う上で重要な知見となる.
今回，沖縄県読谷村にて胃の内壁に釣り針が刺

さったヒメウミガメが発見され，沖縄美ら海水族館
に緊急保護された．この個体が保護収容中に，釣
針が受動的に排出された結果を得ることができた
ので，ここに報告する．
ヒメウミガメは2017年9月12日，沖縄県読谷村の

定置網で混獲された（図1A）．標準直甲長および
体重は各々52.6cmおよび18.2kgであった．混獲時，
釣糸が咽頭部の奥から口腔内から露出していたこ
とから，異物誤飲の治療が必要と考え，沖縄美ら
海水族館へ緊急保護収容した．保護収容した翌
日，体内の異物確認のためにCT検査を行った結
果，消化管内に釣針が確認された（図1B）．
保護収容から3日後に，内視鏡検査を実施した

結果，胃の内壁に釣針が刺さっているのが確認さ
れた（図2A）．そのため，鉗子を用いて除去を試み
たが，釣針が胃内壁を貫通した状態だったため，
無理に引き抜くことができなかった．保護収容から
16日後，経過観察のためにX線よびCT撮影を行っ
た結果，釣針が移動しているのが確認され，直後
に内視鏡検査を行った結果，胃内に釣り針は確
認できず，胃内壁に穿孔が観察された（図2B）．
保護収容から20日後，総排泄腔内より釣糸の一
部が排出されているのが発見され，その約20分後
に釣針の排出を確認した（図3）．保護収容から41
日後に内視鏡検査を行った結果，釣針が刺さって
いた傷口は塞がり，保護収容から約1年が経過し
た2018年10月25日には，傷跡も無くなっていた．
通常，異物誤飲の場合，その異物を取り除くこと

が優先される．しかし，今回のような釣針が胃に刺
さっている事例では，無理に取り除く行為が胃の損
傷に繋がる可能性が高い．本報告のように，消化
管内に釣針が刺さった状態でも受動的に取り除か
れる事例があることから，外科処置等を行う前に
少し状況を観察することも重要であると考えられる．
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緊急保護したヒメウミガメからの釣針の回収

Successful retrieval of a fishhook from a rescued olive ridley turtle
小淵貴洋1・真壁正江1・真栄田賢1・深田晋悟1・植田啓一1, 2・河津 勲1, 2

Takahiro KOBUCHI, Masae MAKABE, Ken MAEDA, Shingo FUKADA,
Keiichi UEDA and Isao KAWAZU

1 沖縄美ら海水族館．905-0206 沖縄県国頭郡本部町字石川424．
Okinawa Churaumi Aquarium, 424 Ishikawa, Motobu, Okinawa 905-0206, Japan.
2 一般財団法人 沖縄美ら島財団 総合研究センター．905-0206 沖縄県国頭郡本部町字石川888．
Okinawa Churashima Research Center, 888 Ishikawa, Motobu, Okinawa 905-0206, Japan.

図1．緊急保護されたヒメウミガメの写真（A）とCT画像（B）．矢印
は釣針を示す．
Fig. 1. Photographs of the rescued olive ridley turtle. A, Dorsal
view; B, Computed tomography image. The arrow indicates the
fishhook.



一方で，本報告のように誤飲した異物が排出され
る過程や日数を記録した報告例はない．本結果
で示された胃から排出されるまでの約20日間とい
う結果は，ウミガメ類の異物誤飲の処置や治療を
行うにあたり，重要な指標となるであろう．今後もウ
ミガメ類の保護収容を継続し，海洋ゴミの異物誤
飲状況や，その診断や治療に関するデータを蓄
積していくように努めていく．
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ウミガメ類の混獲についてご連絡いただいた読谷

村漁業協同組合の皆様に深く感謝申し上げます.
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東京.
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ミガメニュースレター100: 7–11.
Marquez, R. 1990. FAO species catalogue Vol.11:
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No. 125. FAO, Rome. 81p.

McCauley, S. J. and Bjorndal, K. A. 1999. Conservation
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ingestion: sublethal effects in post-hatchling
loggerhead sea turtles. Conservation Biology 13:
925–929.
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turtles around Okinawa Island, Japan. Marine
Turtle Newsletter 163: 21–24.

Schuyler, Q., Hardesty, B. D., Wilcox, C., and
Townsend, K. 2012. To eat or not to eat? Debris
selectivity by marine turtles. PLoS ONE 7: e40884.

Summary
An olive ridley turtle was captured by set-net off
the western coast of Okinawa Island in
southwestern Japan. In an examination the
following day using computed tomography
scanning and endoscopy, a fishhook was found in
the inner wall of the turtle’ s stomach. Twenty
days later, the hook was passively ejected from
the cloaca. The details of this report provides
useful information for future sea turtle rescues
performed in aquariums.
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図2．釣針が胃壁に突き刺さった様子（A）と穿孔部（B）の内視鏡
画像．矢印は穿孔部を示す．
Fig.2. Endoscopy images of the stomach of the rescued olive
ridley turtle. A, The fishhook stuck in the stomach wall; B, The
perforation made by the fishhook. The white and black arrows
indicate the fishhook and perforation, respectively.

図3．排出された釣針の写真
Fig. 3. Photograph of the ejected fishhook.



国内におけるタイマイEretmochelys imbricataの
産卵は八重山諸島（平手, 1995; Kamezaki, 1989;
亀田・若月, 2011），慶良間諸島の座間味島（冨
山・宮平, 2007），阿嘉島（平手・下地, 1995），沖
縄島（Kawazu et al., 2021; 嘉陽ほか, 2021; 米須
ほか, 2016;高畑ほか, 2022），水納島（照屋, 1994），
加計呂麻島（亀崎ほか, 2001），奄美大島（水野,
2013）で報告されている．しかしながら，孵化幼体
の発見例は極めて少なく，西表島で孵化直後の
幼体の漂着例（亀崎・横地, 1986）や奄美大島で1
才程度の幼体（間ほか, 2021）が発見された程度
であり，海上で発見された報告例はない．
2022年10月21日，沖縄島恩納村山田の沿岸域

に設置された海上生簀内（図1，26°26′10.8"N ，
127°47′22.2"E）でタイマイの幼体（図2）を発見
した．発見後直ぐに取り上げ，健康状態が良好で
あるのを確認し，発見場所から沖まで連れていき
放流した．沖縄島におけるタイマイは5－8月に産
卵する（Kawazu et al., 2021）．本個体の直甲長は
約4㎝であったことからも，本個体が少なくとも産ま
れて数ヶ月程度経過したタイマイであると考えられ

る．したがって，この結果は，沖縄島周辺において，
生存したタイマイ孵化幼体が海上で発見された初
めての報告となる．
先述したようにタイマイの産卵の最北端地は奄

美大島であるが（水野, 2013），定常的な産卵が
確認されるのは沖縄島以南である（米須ほか ,
2016）．2022年もタイマイ産卵は，沖縄島や先島
諸島で複数回確認された（NPO法人日本ウミガメ
協議会, 2022）．本報告で発見した当歳のタイマイ
はこれらの地域で孵化した可能性がある．すなわ
ち，タイマイの産卵が8月以前に行われた可能性
が高いことを考慮すると（NPO法人日本ウミガメ協
議会, 2022; Kawazu et al., 2021），本個体は孵化
間もない個体か，もしくは孵化から発見までの数カ
月の間，沖縄周辺海域に留まっていた可能性が
示唆される．Hamabata et al.（2016）は，mtDNA分
析のより，直甲長35 cm 未満のアオウミガメ
Chelonia mydasの一部は，日本の砂浜で孵化した
後，日本周辺海域に留まることを明らかにした．し
かし，タイマイの幼体においては，先行研究のよう
なmtDNA分析に関する報告例はない．沖縄で産
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沖縄島沿岸海域におけるタイマイ幼体の初記録

First record of a lost-aged hawksbill turtle in the coastal waters of Okinawajima Island
向田凱晴1・深町海咲1・水落夏帆2・河津 勲2, 3

Kaisei MUKOUDA, Misaki FUKAMACHI, Kaho MIZUOCHI, and Isao KAWAZU

1 オキナワマリンリサーチセンター． Okinawa Marine Research Center.
2 沖縄美ら海水族館． Okinawa Churaumi Aquarium.
3 一般財団法人 沖縄美ら島財団 総合研究センター． Okinawa Churashima Research Center.

図1．沖縄島の位置を示した地図．矢印はタイマイの孵化幼体を
発見した位置を示す．
Fig. 1. Map showing the location of Okinawajima Island, Japan.
Arrow indicates the location where a hawksbill turtle hatchling
was found.

図2．沖縄島の沿岸域で発見されたタイマイの孵化幼体の写真
Fig. 2. A hawksbill turtle hatchling found in the coastal waters of
Okinawajima Island.



まれたタイマイの初期回遊生態について明らかに
するためには，今回のような事例報告の収集に併
せて，mtDNA分析や標識放流等を組み合わせた
調査が必要である．
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Summary
On October 21, 2022, a hawksbill turtle hatchling,
with a carapace straight length of approximately 4.
0 cm, was found in the coastal waters of
Okinawajima Island. This is the first report of a
hawksbill turtle hatchling observed around
Okinawajima Island.
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ととする．説明文は和英併記とする．

３） カラー図表は印刷版には適用不可である
が，PDF版においては適用可能であるため，カ
ラー図表を希望する場合は，投稿時にその旨
を明記することとする．

４） 写真は図の扱いとする．
５） 図表が複数ある場合は，投稿時は１つずつ
別のページに記すこととする．

６） 表および追記のテキストが含まれる図は，
マイクロソフト社製エクセルに対応した形式のも
のを用いること．

８．校正
校正は原則として，本会の責任の下に行なうこと

とするが，著者に校正を依頼する場合がある．

９．別刷
PDF版は無料で配布される．印刷版を希望する

場合は，その旨を投稿原稿表紙に朱書きする．な
お10部単位で受け付けるが，作製費と送料は著
者負担とする．

１０．著作権
本誌に受理され，掲載された全ての内容の著作

権は本会に帰属する．

うみがめニュースレター(112), 2023
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日本ウミガメ協議会 関連施設

ウミガメ協議会公式のFacebookとTwitterで情報発信中！
各調査基地の近況や海の生き物情報をアップしていきたいと思います。
ユーザーの皆さま、ぜひフォローをお願い致します！

当会のHPトップ（http://www.umigame.org/）でもご覧になれます。

https://twitter.com/kuroshimarc https://twitter.com/murosui_kochi https://twitter.com/umigame_info
https://www.facebook.com/umigame.o–cial

/

Seaturtle goods shop で お買い物！！

Seaturtle goods shop では日本ウミガメ協議会のオリジナルグッズも販売しています ！
会費のお支払いやご寄付にもご利用いただけます。お支払いは各種クレジット、銀行振込、
楽天銀行等からお選びいただけます。

アクセスはこちら！
https://seaturtle.shop-pro.jp/

人気商品！！
当会オリジナル
ステッカー
300円

ウミガメ協議会

日本ウミガメ協議会からのお知らせ
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